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本日の資料はスライド枚数が 
多くなっておりますので、 

紙での配布はしておりません。 
インターネットより 

ダウンロードしてお使いください。 

ピンクで囲まれている画像は動画ですので 
PDFファイルでは視聴できません。 
YouTube等で検索してみてください。 

その代わりと言っては何ですが 
録音・録画・撮影 

どんな記録をしていただいても 
結構です。 

本日の資料



インタレスト研修 

奈良県立明日香養護学校

http://npo-atds.org

本日の資料のダウンロード方法

http://npo-atds.org


本日の機器構成

HDMI

Wi-fi

iPhone6

AirPlayミラーリング

iPad Air2

AirMac Express

Keynote 
Remote

 WATCH



自己紹介



主な活動と経歴

障害者支援　（電子情報支援技術（e-AT）と、コミュニケーション支援技術（AAC）	 
　　　京都市立　呉竹総合支援学校　特別非常勤講師	 
　　　京都市立　東総合支援学校　　	 特別非常勤講師	 
　　　京都府　宇治支援学校SSC	 	 特別支援教育京都府専門家チーム	 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター）	 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援）	 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員	 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援）	 
　　　京都府　委託訓練　精神障害者対象パソコン訓練インストラクター	 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長	 
　　　ＮＰＯ　障碍害芸術推進研究機構　メディアアドバイザー	 

教育支援	 	 	 (情報通信技術（ICT）の利活用支援）	 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員	 
　　　京都市　キャリア教育コーディネーター　（市立小中高キャリア教育提案）	 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター	 
　　　ＮＰＯ　キャリア教育プロジェクト　副理事長	 
　　　	 
地域活性化支援　（ITを活用した経営改善・効率化）	 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター	 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ	 
　　　京都府　京都「知恵の経営」ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ	 
　　　京都市　京都地域ITｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ	 



18番テトラソミー	  
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常	  （18番染色体が4本ある病気です）の
我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　小学部６年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/


瞭のメカ好きは６才から始まりました。
iPad

Wii
PC

iPod	  Touch



障害者差別解消法
障害の有無にかかわらない共生社会の実現を目指す
「障害者差別解消法」が7月１９日午前、参院本会
議で全会一致で可決、成立した。 

   施行は2年後の２０１６年４月。何が差別に当たる 
   か、政府は今後、基本方針を策定する。

http://mainichi.jp/search/index.html?q=%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E8%80%85%E5%B7%AE%E5%88%A5%E8%A7%A3%E6%B6%88%E6%B3%95&r=reflink


学校では

鉛筆やペンでの書字が困難な学⽣生に対して、授業や

⼊入試へ参加するための代替⼿手段を認めないことは、

同法の差別禁⽌止および合理理的配慮の否定に抵触す

る。さらに、本⼈人が申請する代替⼿手段の利利⽤用につい

て、学校側は検討する義務が発⽣生する。

東京⼤大学  先端科学技術研究センター  近藤武夫准教授



障害者差別解消法
合理的配慮については、行政機関（国と自治体や公立

学校、福祉施設など）に対し法的に義務化。民間事業

者に対しては努力義務。 

報告しなかったり、虚偽報告をしたりした場合は、 

２０万円以下の過料が科される。



http://inclusive.nise.go.jp

合理的配慮の事例検索

http://inclusive.nise.go.jp


個別支援とは…



Topics



Never give up on learning by yourself | Tomonao 
Matsuya | TEDxKids@Chiyoda



みらいのこくばんプロジェクト



SMART kapp the dry-erase board reinvented



http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/046/siryo/attach/
1314384.htm

障害種別の学校における「合理的配慮」の観点（案） 
よりICT機器の活用イメージ

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/046/siryo/attach/1314384.htm


（1）－1－1　学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮



教材や掲示物の明確なコントラストや文字サイズの配慮

iBooks



教材や掲示物の明確なコントラストや文字サイズの配慮
Word



知的障害に伴う認知上の課題（記憶することや文字、形
を見分けることが困難など）
カメラ



知的障害に伴う認知上の課題（記憶することや文字、形
を見分けることが困難など）
ボイスレコーダー



未発達な能力を代替させたりカバーしたりするための指
導（ワープロによるノートテイクや電卓、使いやすい定
規や分度器を使うこと、家庭や学校外の教育・療育機関
などで使用しているデジタルカメラやカラーフィルター
などの機器などの学校での使用を認めること　など）
Siri



得意な能力によって未発達な能力を補完するための指導
（文章に代えて絵で説明することを認める。テストで、
教員が読み上げた問題文に口頭で答えるなど）
iAnnotate PDF



得意な能力によって未発達な能力を補完するための指導
（文章に代えて絵で説明することを認める。テストで、
教員が読み上げた問題文に口頭で答えるなど）
e.Typist



未発達な能力を代替させたりカバーしたりするための指
導（メモを書く習慣形成やリマインダーの使用、物品の
定位置を決める、記録機器の使用など）
リマインダー



未発達な能力を代替させたりカバーしたりするための指
導（メモを書く習慣形成やリマインダーの使用、物品の
定位置を決める、記録機器の使用など）
カレンダー



（1）－1－3　学習内容の変更・調整



肢体不自由の状態や認知の特性等により、発表の仕方を
変更したり記憶しやすい方法の使うことを認めたりする。
（話すことが難しい場合には書くことやVOCAの活用、
言語化することにより記憶しやすいなど）
DropTalk



（1）－2－2　情報保障の配慮



知的障害の状態に応じて、情報を得られやすくする。（文
字の拡大、ルビ付加、話し方の工夫、速さや文の長さの
調整、具体的な用語の使用、動作化や視覚化の活用な
ど）
Manual 
Maker



自閉症の認知特性に応じて、視覚による理解を促すなど
する。（写真や図面、模型、実物など）
たすく 

スケジュール



読み書きに関する補助手段の提供（アンダーライン、拡
大、振り仮名など）

漢字かな



読み書きに関する代替手段の提供（文字以外を使った伝
達、読み上げなど）

スピーチ



（1）－2－4　ICTや補助用具等の活用



視覚障害を補う視覚補助具などやICT活用（画面拡大や
色の調整、音声ソフトウェア）情報収集（辞書、辞典な
どを活用する）
アクセシビリ
ティ 
視覚サポート



視覚的文字情報の活用（字幕放送（ビデオ）などの活用、
プレゼンテーション用ソフトを活用した教材の利用

PowerPoint 
Keynote



知的障害の状態に応じて、数量や言語などの理解のため
の教材などを活用する。（フラッシュカード、文字や数
カード、数え棒、パソコンなど）
Bitsboard



話すことに困難がある場合には発声の代替手段としての
ICT機器の活用
トーキングエ
イド



読み書きや計算に関する代替手段の提供（音声図書やデ
ジタルカメラの使用、電卓、読み上げ　など）

DAISY



（1）－3－4　人間関係の構築への配慮



相手に応じて伝わりやすいコミュニケーション手段の選
択及び活用ができる力の育成

しゃべって



テレビ会議システムなどを活用した、リアルタイムな交
流及び共同学習を行う

FaceTime



感情のやりとりへの配慮（分かりやすい手段（身振りな
ど）で感情を伝えるなど）

おたすけ 
ごまっち



ちょっとだけ体験



読めない







そもそも文字が読めない⇒アクセシビリティ　スピーチ



漢字が読めない⇒e.Typist & 漢字かな、ふりがな

オフラインオンライン



見えない⇒さっと撮影トリミング　OfficeLens    Scannable



書けない



書けない⇒ボイスレコーダーで保存



まとめ



タブレット端末のメリット



児童・生徒が使える（操作性） 

どこでも持っていける（携帯性） 

いつでも使える（即時性） 

わかりやすい（デジタル） 

個人に合わせられる（カスタマイズ性）



デジタル化のメリット



音声読上・音声入力 
縦書／横書きの変更 
フォント・フォントサイズの変更 
コントラスト・輝度の変更 
行間隔・文字間隔の変更 
拡大・縮小 
保存（劣化しない） 
ランダム再生 
アラーム



参考書籍



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 

国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 魔法のワンド

http://maho-prj.org/


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



h-p://npo-‐atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

